
〇 〇 〇 〇 〇 〇
知 特 都 土 自 道
事 定 市 地 転 路

平 表 調 計 区 車 の
成 彰 達 画 画 歩 供
十 の 公 契 事 整 行 用
三 受 約 業 理 者 の
年 賞 に の 組 専 開
四 者 係 認 合 用 始

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
一 道 道 土 土 農 国
般 営 営 地 地 地 土
競 土 土 改 改 法 調
争 地 地 良 良 施 査
入 改 改 区 区 行 の
札 良 良 の の 令 成
事 事 定 役 の 果（

物 業 業 款 員 規 の

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
大 平 平 結 悪 発 振 騒
規 成 成 核 臭 生 動 音
模 十 十 予 防 す 規 規
小 三 三 防 止 る 制 制
売 年 年 法 法 振 法 法
店 北 度 に に 動 に に
舗 海 薬 よ 基 を 基 基
立 道 種 る づ 規 づ づ

第

〇 〇 〇
一 北 北
般 海 海
競 道 道
争 事 行
入 告 務 訓 政 規
札 決 組

裁 織（
物 規 規

号

毎
週
火
・
金
曜

月 表 る 可 の 道
二 落 定 路
十 札 款 の
七 者 の 指
日 等 変 定

の 更
公 の
示 認

可
金

曜

品 変 計 の の 定 認
の 更 画 変 就 に 証
賃 計 の 更 任 よ
借 画 決 の 及 る
） の 定 認 び 算
の 決 可 退 定
実 定 任 方
施 の 法

届 に
出 代

わ
る
算

地 保 商 医 く 制 く く
法 育 販 療 規 す 特 規
に 士 売 担 制 る 定 制
よ 試 業 当 地 地 工 地
る 験 認 機 域 域 場 域
市 の 定 関 の の 等 等
町 実 試 の 指 指 に の
村 施 験 指 定 定 お 指
等 の 定 の の い 定
の 実 一 一 て の
意 施 部 部 発 一
見 改 改 生 部

正 正 す 改

品 示 程 令 則 則 目
の の の
購 一 一
入 部 部
） を を
の 改 改
実 正 正
施 す す

る る
訓 規
令 則

次

日
発
行

日

（
出 （ （ （ （
納 都 都 道 道
局 市 市 路 路（

人 総 環 環 整 整
事 務 境 境 備 備
課 課 課 課 課 課

定
方
法
の
決
定
の（ （ （ （

土 土 土 土 一
地 地 地 地 部（ （ （

農 改 改 改 改 農 改 農
産 良 良 良 良 地 正 地
園 指 指 指 指 調 調
芸 導 導 導 導 整 整
課 課 課 課 課 課 課

る 正
振
動
及
び
特
定
建
設（ （ （ （ （ （

地 地 保 環 環 作 環
域 域 健 境 境 業 境（
産 福 薬 予 保 保 に 保
業 祉 務 防 全 全 伴 全
課 課 課 課 課 課 っ 課

統 人 人
計 事 事 発行
課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ） ） ）

二 二 二 二 二 二
〇 〇 〇 〇 〇 〇
二 二 一 一 一 一

二 一
幌

こ 施 森 新 趣
の 行 林 た 旨
規 期 公 に 及
則 日 園 北 び

） ） ） ） ） ） ）

二 二 二 一 一 一 一
〇 〇 〇 九 九 九 九
〇 〇 〇 九 九 九 九

〇 〇 〇 〇
◇ い 目 千 さ
北 と 名 歳 け
海 う 川 川 ・
道 の に に ま
行 採 お お す
政 捕 け け そ

） ） ） ） ） ） て ）

一 一 一 一 一 一 一
九 九 九 九 九 九 九
八 五 四 四 四 三 三

〇 〇 〇 〇 〇
一 北 北 北 北
般 海 海 海 海
競 道 道 道 道
争 立 立 立 立

道 入 道 砂 北 釧 文 道
内 札 警 川 方 路 学 教

） ） ）
電話

一 一 一 ペ
九 九 九 ー
二 二 二 ジ 印刷

〇 〇 〇 〇 〇 〇
北 北 北 札 特 都
海 海 海 幌 定 市
道 道 道 医 調 計
子 立 立 科 達 画
ど 真 野 道 大 契 札 法 支
も 駒 幌 札 学 約 幌 に

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
軽 公
油 印
引 の
取 廃
税 公 止
に

は 事 海 内
、 務 道 容
平 所 立
成 の 野
十 事 幌
三 務 森
年 と 林
四 す 公
月 る 園
二 こ 自
十 と 然
八 と ふ
日 す れ

組 の る る 上
織 禁 水 水 河
規 止 産 産 川
則 動 動 に
の 物 物 お
一 の の け
部 採 採 る
を 捕 捕 水
改 の の 産
正 禁 禁 動
す 止 止 物
る の
規 採

公

布

さ

れ

た

規

水 の 察 少 民 芸 館 育
面 実 本 年 族 術 の 委
漁 施 部 自 博 館 使 員
場 に 告 然 物 の 用 会
管 関 示 の 館 使 料 教
理 す 家 の 用 の 育
委 る の 使 料 徴 長
員 公 使 用 の 収 告
会 告 用 料 徴 事 示
指 料 の 収 務
示 の 徴 事 の

徴 収 務 委
収 事 の 託

庁
の 内 総 幌 医 に 医 よ

告国 公 合 土 学 係 科 る
の 園 運 木 部 る 大 開 示
大 屋 動 現 附 落 学 発
型 内 公 業 属 札 告 行
遊 競 園 所 病 者 示 為
戯 技 の 告 院 等 に
施 場 運 示 の の 関
設 及 動 使 公 す
の び 施 用 示 る
使 屋 設 料 工
用 外 等 及 事
料 競 の び の

係
る
特 告
約
業
者
の
指
定
の
取
消
し

か る あ
ら た い
施 め 交
行 、 流
す こ 館
る の の
こ 規 管
と 則 理

一 と を 及
九 し 制 び
一 た 定 運

。 す 営
る に
こ 関

則 捕
禁（

規 止
則
第
七
十
八
号
）

則

の

あ

ら

ま

し

事 務 委
務 の 託
の 委
委 託
託

の 技 使 手 完
徴 場 用 数 了
収 の 料 料 （
事 使 の の 三
務 用 徴 収 件
の 料 収 納 ）
委 の 事 事
託 徴 務 務
収 の の
事 委 委
務 託 託
の
委
託

（
法
制（

税 文
と す
と る
し 事
た 務
。 を
野

二 二 二 二
〇 〇 〇 〇
八 八 八 七

二 二 二 二 二
〇 〇 〇 〇 〇
六 六 六 五 五

二 二 二 二 二 二
〇 〇 〇 〇 〇 〇
五 五 五 五 四 四

務 書
課 課
） ）

二 二
〇 〇
四 三

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し



北別６

第第第

道第北）

海表号

務の施２３４

海 事４の

第の

立 決野行条条条

道
森関２２規

野 裁幌に第

程林す項項定

幌 規

北 海

北

北 海

海平 道

道成北 訓

海 事 令

務年道 第

決４事

裁月務 号

決 規
程日裁

道 公 報

項
こ に 第 第 三
の 三 次 七 七
規 附 の 十 十 野
則 野 一 一 条 幌
は 則 幌 号 条 第 森
、 森 を の 二 林
平 林 加 管 項 公
成 公 え 理 を 園

第

の 北
村 第 北 海 北
前 七 海 道 平 海
駐 十 道 北 規 成 道
車 条 行 海 則 十 行
場 第 政 道 第 三 政
に 一 組 行 七 年 組
係 項 織 政 十 四 織
る 第 規 組 八 月 規

号

平
成
十
三
年
四

林 公るののに

森

定定づ

公 昭園事規規基

務ににき

園 和事務
自
のづづ臨

然 年所基基、
、に れ 海事きき時 ふ 北

い 訓に開休休 あ 道項、

の時日す 交 令次館館館
開こ 館 ３１間にる 流 第

一程

の規

条 号項を

訓

す改

正を

改部

を一

部の

次令

を訓

令る

訓す

る正

の

十 園 る 課 削 自
三 自 。 の る 然
年 然 事 。 ふ
四 ふ 項 れ
月 れ 中 あ
二 あ 第 い
十 い 五 交
八 交 号 流
日 流 を 館
か 館 削 の
ら の り 運
施 運 、 営
行 営 第 に

も 二 則 織 号 二 則
の 号 規 十 の（
に 中 昭 則 七 一
限 和 の 日 部「
る 及 四 一 を
。 び 十 部 改
） 開 一 を 正
」 拓 年 改 す
に の 北 正 る
改 村 海 す 規
め 」 道 る 則
、 を 規 規 を
同 則 則 こ「

月
二規
十
七
日

金

曜

加更す。 例 ）を変館と

るるこ 行 一えする 施 の
次と。 則

を。こと 規 部
の。

う成

よ平

に

う
よ

る道

す海

正北

改年

に

令

堀
事
知

。道

る海

め北

定
先

本出

す に 六 関
る 関 号 す
。 す を る

る 第 こ
こ 五 と
と 号 。
。 と

し
、
同
条
の
公
園

項 、 第 こ
第 開 二 に
三 拓 十 公
号 の 一 布
を 村 号 す
次 及 ） 北 る
の び の 海 。
よ 野 一 道
う 幌 部 知
に 森 を 事
改 林 次
め 公 の 堀
る 園 よ
。 駐 う

日

則

第
則

。規

２

柄そ契納札の平道

入次

行

のにい成が

他約入参ず

期場すに北指

加れ年う

庁関也

機達

達材使イ

調素糸サ

をいズ

す
個る

利
用
課
の
事

１

フタ調

成札調

平入アイ

に達調

年付達ェオ達

ス用す

４す単をイルを

月る価す

車 に
場 改 達
正（

開 す 也
拓 る
。

北

次 海

の

こ

道

と

の

告 訓 附

お

制

示

り

限令

第 は 則

、、一

し
若平般

条し条

５対６

第に第
る

該道競

るも海名

の、の

入

指国に当告争

間所者
北要る第札

定産必す示
に

ので契

ロあ約海なこ
にす

ゴる締道資と号関

の合規る

をこ結総格。
す名

入。日企定指

名と

物停

すら部るを

れか画

綿パ縦横約

品
物

る平経

等
のイ糸糸

ル 仕

糸

等％× 様

３

手手手部±

番番番一

糸糸糸糸％

単単単横

事契るタポる

ルエ品

日項約物オリ物

を等チ等

）品
る名入ン調

すの名レの
定

品込に予

物称れ袋達

２る量

の）れ数

等み入

及組

称枚。

名

競 号

争

し成

く
退４札

は年入

告

館月

以 さ
るか

せ日下
と

。行」

と施札

こら入

に

定館定

規入規

るい

す

、き

づみづ

基拒基

にを
然退館

自は入

、又、

き

し

あせ対

れさに

ふ館者

企のさ

。成済品止

いる

総
り３室入て

吊年画購れ

計資な

ジ月統のい

ャ

と

ーまをこ

ガ日課格い

名こ

色る

一す。

ドで有

イレ

ダダダス

れ。

入と

ボボボ染

ワワワン

イイ
オ入

タタタ名

ウウウめ

コココ部

ルルルれ

オオ
ンン

トトト）

ッッッ分

海
北

量
数
びみ

）））

ン

実
を

）
。

。う

堀
事
知

道

示

流と指

交こ、

。
る
す

施

は

序又

秩、

のし

館。示

乱自

を

一す然

九おふ

二

也
達

あ交

がい

れあ

それ

ら用

め利

認の

と館

る流

れを



開に入る捨税

号ア

平 札掲札落額て事

成 の札 げ金をた業

十 時決 る額加金者

三 に定 入等算額で

年 おに 札にし）あ

四 当 及係たをる

北 海

８９

約札札提提

契要入入そ

希の 作込加出出

書申参

要提者

のの望期場

成書

否出は限所他

道 公 報

１に

６７
便札のる

郵郵落北項限

道 等及者規。

海 開開便

にし

財 札札にびの定）

日る報定よた

務 よ電決

定を

則 入に方り者

規 場
所時札よ法

第

５
札札

執

交交交札入入

入

期方場場日

の

付付付行

所間法及所時

所

場

号

約海海札

契北北入

３４
合書

項札総明

条道道説

す中画交

示市企の

を幌

い 場央部付

月 てた びる金もか

二 、っ こ消額っ免

十 ２て の費て税

七 には 公税当落事

日

金価者

規、 告及該札業

札 定地額格で

定入 にび

する

る書 め方にとあ

す
資に る消１

金

未のを

格記 入費円るか

を載 札税

曜 有さ に満で問

北

次
、

しれ 関以の、わ

市道

よ成幌海

に平札

り

区企

定５央合

所年中総
北画

の月
入

込西済

申条経

札日３部

書７企

予者

和 入た札

昭 るめ落

札

同認価す

年 にには定と
の。

海 じじめ格る

北 同

則 。限
規 い制

道 。。な

範
第の

時札平

日
び

。内
号囲

海話成の幌成

郵北電平

便

場市 番道番

で央５

号総号年所中年

合４
月交区月 企

付北 －画－
日す３日 部

かる条 経－ 済ら。西月

５７） 北企

３企す

北済関

所区経に
計

７統項

西室事

条画る

目課
丁

日

数札、

なた す下端入ず

い金 る

あ参積

者額 条消がに見

当 に税る加も

のに 件費

るた た該 違等とすっ し
しとは者契 入金 反」き

金 、の たい、は約 札額

入うそ、 財札。の消額

の 規は）端費の 分 務
則、の数税

５

提目室

を丁画

無取金等

で

。
と
こ

る課

す計

出統 低
下最

以
」も 則を 規格 務価 財の

）
。札 う入 いて とっ

月丁

有

目午

海画
道室
線 札統日前 内

幌計ま北

で海時 市課

間庁

中－の道

央

別
用

西共

条階

３９

北館

区

効扱額に に分 第 丁会

７

相の といを係

条当 す切る

改備
に

。
各るすり課に

成市る律規

平路め考

釧
、。こ第定
す 年江の

成
月市示）

４別告号る

特 北

昭定 海 縦

建年 道和 覧

設５ 告 なに

作月 示

業１

年 っ次供

第

海 日図るに日

北 たのす

効 第

で」。伴か

な

改釧改備

にに
第札
入 条

成市る律規

正平路め考

、。こ第定

し
、

す 平年江の

月市示）

成４別告号る

室

目議
北

昭 海
道和 アイ

告 こ詳

示年 名所の細

第

海 札、

北 入は

在の入

あに

当落で約

相者契

イ
金とかす

る者る関

す札

、に第指
域

歳り条地

日千よ３定

さ項な

、定１と

市指第
日

町た規た

野れのつ

大

でよは

音域に」

、地定

道

及っ指当

町あり、

更

つら 号

行

示 る省て施

告 あは）
し生す

第 。略発

、する

海振

北る。 号
制

境規 規

環を 動

道動 振

部る に

活す 法

生制

、に第指 年

歳り条地

５日千よ３定

、定１と

１市指第域

月

野れのつ

か大さ項な

日

、地定日

施町た規た

ら

更でよは

す音域に」

行

及っ指当

。町あり、

る
道
号

は明

示 称地行説

告 執札
、書

第

北郵電公に

番番する

海便話開よ号

道
合。音

総号号る。騒
規 企

法
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一 道つきに定
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を法第初
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環
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関
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に

道つきに定
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堀図制法最

の規同

済基

を法
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者
業
事

税
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地

達図和第定

の昭条指
３ の

す
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次

地

達図和第定
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部

う法にと
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よ
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事
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事
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和る４類販

昭
。月売
業 号年
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北 海

科ス店
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次
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医ン 名 し月田薬

た
。日称院局本
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北

結 海

核

縦

道 覧

予 告 律る日に

防 示 第で次供

法 第 規あのす

号制る図る
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和 号 第域は）

３と省

第

改 北

平正釧備 海

し平路考 道

、成市

成
告
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元
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成年大の 第

４野告

北
海
道年月町示
及に ５ 号告
月日びよ

号

覧
縦

なに

平っ次供

成たのす
十日図る
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年あは）
四

験

第試

律定

法 る省

第下 ）以 号

認
と の

」 項

験 ２

試 第

定 条

ン

設のラ

田ズ 一ス

開太
小小函

者穂野局
薬 秋 秀

館

所

、律

のつし法

条な略年

定日北第

規た
に」海

境第

り、環）

よは道号

指当
定該生

環１

れ域部第

さ地活条

１音り

示

い従境項

てが

日更指

第
か町定

施地れ

らのさ 号

域 防
すに地 臭
行域た 悪

に

てあ 法
。いで 止

るつ
を従 づ

図て 基

のっ

月。略

二し

十、

七北

日

生
境

環
道

海

金

部
活

曜

） よ

。 に

う 定

い 規

境
環

事 販

知 商

道 種

海 薬

北 る

本

市市市

試
定

認

堀 業
売

穂船町

稲入
３２

北丁丁番 在
海目目

２

知番番

道１３号

事
定成

指平同同

堀
地号号

境定

もの環規

た前室の

係に全よ

に定保に

の指

び医

同り及、

るよ課り

８に係を

第初関療

法最

にさ

第制庁当

条規支担

規

次前 く

項域備せ

３地

き 域

の引 地

図ら 制

のか

道にき 指

海う続 の

北よ
防 の

事め臭 ）

知改悪 定
を

法 部

堀。止 一

る
昭 次

日

係
関
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課

全
保

境
環

室

の
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を

達 験

備
に
庁
支

イ

学る門

商省はのす専

種

中校校卒学

販令卒旧学

証学教業校

売第業

業

達年
月 也
日

６

開

実医出認

アイウ提ア

類試業

薬医公地薬書定

衛験の験計

事薬衆試品

える
規の生識の画

法品

定っい関

規な置機

にと
３４５

すたてを

幌験学

イウ試平試札試

地市の説

験成験

将省の
日７目験

来令期年科試

月

承第

よ

達和 の

継

に法

也年 う

認号承薬

アイア
の種

定薬薬の継薬局薬

試商開商

事 試種い者種

販れ験販設等

法 験商ず

２
て
い
置
え

格試

種資各

薬験の
受次

売に

販験

商

の条明校育以証
書下

許の書令法下明以

可２等

を各昭昭高、
学種門

申号和和等薬専

請に

等試校

す規年年校商学

す令律」験」

る定勅法

る第第とのと

者

い受い 以受

。資。

下験号号う験う
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状関及出よ
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貯る取類薬
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試
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取業
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験

法

を条
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予の日
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いの
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し各水

継該
承に
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店ず

と

行 売か売者」

施

者当

の該者びい
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業当自う

則
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昭 務す法ら。

行者に舗の

和 を
厚 こっ管偶

年 うあを配

省 がはす又

生 とて理者

第 実当一直

令 確、るは

試そ

者、

継て

承い

業つ
ぞ

験れ
条

下の

以れ

に）格）

者い

継の

承件

可をよよのをの

許格に

業定業

申有るる卒認卒

る業等者で者

請す修高

るあ

」こ年学にきに

者

５又っ薬っ

とと限校あ

は

う証年はて種て

いの

れ最課当

。明のこは商
学

を学と終程該

）書中
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書
願
験
受

く
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時
同

と
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込
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試

実
確
が
と

こ
る者
なる
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め
認

と
る
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号 あ業販卑

１
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以 とを業若
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めうく

下
令 れ員売そ 省 ら役卸は
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試ず
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る

。す

う当

い該

とも

」
）

一者

九
四

上関るの

。し以にす長

れ
ら

薬
に

部部

１１

）く ら除の 第自をち ）

者
る

す以 の理。人 条管く１

各る下
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承
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証学者合品
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道 公 報

キク
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福の成 告 －祉と 示

法お年 第

施り４

部部部

１１１
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の内令施 号

す日 線

昭る

－和。
年
政 、

令
第 －

項願及関
は第

又）

）号

時て

地るに書びし

在よ

所種定び刻不
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かも、者支市
をは

ら

及む館

月限市含函

６に
り
け函）に

日受び。市

は第よ間

万

、１り及

収に印提 に 徴項消び 円

な定る先 当 し規す出 相
。 額

。ると る いすこ す
書海

請北
申の

可面
許

本限終

謄に最筒

る学受
びの

継）及票

承。歴験
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提収

を道

合業店

場売

請
は申
者を

る紙
す証
出

付
販り

品は
薬に

医書
、

信

の経返

舗務て

業け
売

い手

者つ切

業に用

営験
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北 海

行１２３

楽器声語

も絵課音言

う

工及リ楽関
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目目
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平験記
成の試
十期験
三日
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四時
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会

す

等は定

居又指

芝互日
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読験る

の試

場

あ
葉

せ言
かの

聴と

名

ム技

し作作びズ係

び
そ

料関曲標日術

、関等材
製は係を準指

標 次係の

術作、技ピ版定

準 の技

る

イ 法当術アコす

バ 方
よ指をル１

エ に日ノー
いーを

教 り定用ユ曲

ル

唱

本 施るてブ歌

則 実す

す。演ン

、 。さンせ

番 る奏ゲさ

せ５る

試 間等

番る度。

験

、 前：は 午９説験
筆 ８
で記 ：ま

試

午正絵科
の 生ら明験 か

画 前午目 理

育 作 ：で保 製 学９ま

実

説

間等間等

ら係習 か関

前らで

午かま説午かま

：：：

９９９９

前らで

明

：

明

及

午かま栄実午かま保
衛

前らで及前らで健

養９ ９

学

：：び：：生び

学習

午か：看実午か：児
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午ま 午ま護
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十び
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金
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所

程
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度
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番か
音

間 か

の ち

で う

ま の

程 番
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の 当
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ら：満 か１及、 午後て
点

びの
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割 教で憩明６ ま

語得 後：楽 原取 午５音
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者

０祉

：後でび：後で福
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らで

午かま休午かま休
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０１０１
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憩
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憩
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午かま児精午かま保
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ら す
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第

学し中法
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習谷格ず教
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管管管管管管
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験学該昭上上専

当和
得得学 札す
法たるを

幌る年しす校
と業

東で律者こ卒

市者

はがし

区あ第又

北る
こ号法見た

以よま又

条と。に込者

東

日十釧根

内内内内内内
支 合 走路 高勝室 振

網胆

庁 庁庁同庁 総同支 支合

舎庁３ 合

３ 舎階 別

会会 ２ 舎３大 号 館階 庁

内

講講議 議議 講階階会

後空上留宗

内内内内内
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檜

庁 庁同庁 同同 支同 支合
庁舎 庁庁
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内内

議 議
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総舎 習庁 学
涯同

生
タ講 ン階 セ

う又ま２

がとろ者込限

る以

込う学はれ年

見い

れ）若該者上

ま。校当
く攻あも

るのし専での

とに

で攻は科るの

者専

る護最当限

あ科養の
校学学。

と修学終該る

の若

該年の年校）

当業

９男下るれは
学限専に

丁女大る法

」にでよ

目を法学者に

年る高

わと１ある

）問

上当専

いう以と等

ない
学学学

））在該門

。。
るてのの

よし校校

。に
学るが終

大い長最

浦帯釧根

堂堂室堂室室

市市

走蘭河広路室

網室

北幸浦東浦常

市市郡市

町条２町

７町河３見盤

目丁

西番栄南丁３

条９

丘３ ３
丁号東丁２目

目通目番

番 ３

室室室堂室室

号番号地

見川萌内

檜虻岩旭留稚

住末

郡郡沢市市市

山田

差知８山之広

江倶市永

西条町丁

町安条６江４

２目

字町

陣北５
目目目番

屋１丁丁丁２

町条
東１１

２番－号

美

市市

幌館

札函

ー堂

番

宮４

区原

西

一の丁

九沢目

六

条番

１６

１
丁号

科学がく

校２攻在長し

長以し認は

の年
業いたに

が上修てめ法

認学
めも年るもよ

認の

年あたに

２でめ年

に者
年し

上ての学

以っも在

在

の目 地丁地２

号
１

番
１
目

３

号



イウ

平 くと

成 次学祉 は同

十 通等歳に高校施

三 常以に掲等定設

年 の上達げ学時

四 課のしる校制へ

北 海

ア成高
平

イア

掲年学

条定和に３等

第知）知
５る月

１的的年げ３校

項障障

道 公 報

ア
のとに

法学認従同

に校定事へじ
）未

よ教ししき。歳身

者も保満
体 る育たた地

障 高を

第

校たと施児次

学しる祉

国に教者認設童に

外法

祉げ

によ育を定」福掲

たい施る

おるを含しと

了。者う設者

い高修む

て等

号

終学

各の最該

る上の当

校に年の

学の学校

種も
限に長

法る在が

月 程資た者又課き

二 に格後のは程地

十 よを、う文に保

七 る有児ち部お育

日 す童、科い所

大はび

年る福知学て及

認施が臣、季

のと祉事

校定設適が３節

学

金

れ）育

教しに当こ年保

育たおと

曜

同上を

を者い認と以所

修てめ

旧 に害害月施
設日中 規者者

おお学

定援福日にに等

施工生いい校

）護祉厚
発、、に

設場省てて令

知児５次よ

以い中

的知第年のる

障的

上ず等
校 ） 者害児れ学 号 害障

修での育の

に 福者童に

又が
者 学了あ所者

害 等

生 又たては半
更 校しっ

又次節以
援 は者、季数

育入
施 等はに保上

護 中
育部げ所所
設 教文掲

身 学科るす

大設別次
体 校学施特る

にの

害 卒臣に保に
障 を

あ）おう

、学し以で。

者同っにいち

学校た下

教はじておて、

校又

５事

育中通。、い、知

童、年が

に等常）児て

課は福２以適

お教の又

る学程文祉年上当

け育
校以部法以児と
のめ

年を外科第上童認

条童保る

以卒の学７児

しめ

第。学認
上業課大

）
るの

に卒いも

条をてた

者あ

すたで

定し者

規業
入当年

をはて

者又っ

る
資専中

学該度

日

も以修む

了３た等履含
た）

た以の上し。

し年

でお

又児認者に

者上と

て

文のし、い

は童定

部保た

学に育に年

科護教歳１

臣事程し上

大従課達以

おた２後童

にしをた児

祉の当含 規 祉福等該を

） 工保しむ 定 法
和の又者以

昭場護た。

設は下

に。

法及護じ

年置援同

営事を

第運従）

律び

者し

）つた業

号にし卒

所げ
者 業にお育掲

第い

祉 たいて設る
福 しおい

こ２費設
法 者て、置施

若

和 くと以助

昭 しれ年補

は同上金

法 常以童交年 通等児の

第 課のの対律 の上等付

程資保象

程臣にの護も
に格護施

課たにに規保にの

のし

すに事

程者よお定護従

しこてる従し

を若りい

し者

了くれこ児事た

修
通相と福た

しはにれ童
等施の

者常当同祉も

た
程学上

課る以設

のす

修に

よ教資下

に校の以

るのす

す校業

と学卒

格

が

で課と

の門こ

も専る
くま

てし込

っ若見

あ程
年該者

業当る

修はれ

、

て児保

い者年、の

れ等福に

こ高童護

第類写）返

書の

の用だ

真 ４信た

若

条」者

５てた
試封し

に
６７

第第

規昭し

ま出受受住受

受平日提
で書験験民験

付成
期

の格

間年の類申票票資

６消請

る有は。）

よを又設号

す援以第

在る

５
第

年る護下５

はおと

目大受受地なこ

申申、、。

試を学験験

科修育請請別郵

験専保

る育格

目し科書書記送

をを児
４
第

の了す福

年修有童
る

平験験試る

試受。あ

８目請科

従成科申験者

事

あ

限各で

歳し年の者目

以校と

年学る

２種
等定設

事高校施

従学祉

前 科保

請 験筒、

申 し

育 ６ 目

実

以 部の 分 月 一習 円 か の

者 手 に 除格 切 内 免合 の

し け郵 は 帽 受で を 脱 を

正住 うす 、 て よ送 り

が定しあ

月印書指写が

１
る定用こ

日あ指のる

）の用にを

金もの紙と

ら限にる明

かに紙よ証

りよこす

けこ。書

日受るとる

のの

）け。

金付と）類

卒提、と場

のたをのは

ち業出受お合

う者

者）、
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留

生に者のに書

厚内た

働い望出郵

労お）希提

臣はるると

大てすす便

指昭験と、

が、試こし

た３一がの

定和場。封

免のち

達者月部次う

に
し

成

後まず平

た日除い、

、でれ

へにか
当月

地に該１

き法に年

所高る降

育るす以

保よ

制お

た学時に
又等場に

２

は程て

の又課い
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て上

科い以

部お年
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が２の

臣、童

大は児

学

面所 とる

れ）護

こ年保

者及 半氏 る合 上、 す場
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し
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の

も
た

れ
さ

送
郵

、
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学度在
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季校

、士
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３た験お

てし試に
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上の合

以目て

年者
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等履事
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と
で
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とたも

上した
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定

た
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課達
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教歳
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参

す１２３持 の） 明で

１

、
は
て

い

る通も枚通

中

月通通通通

６１１１

女祉と
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す子課朱

定

童験し

児受格

科期所す の

護除目

保免科

のをた

児
年、
１後
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庁

第
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記 ９
験験の験

請受受そ試

申
印の請関

の票申他に

者

受明

又付を不

章交書し

は

号

８
第

す保

平る育
成円 場士
十に 合試
三相 は験

年
当 ２手

四
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部部部

務務務 通数

祉祉祉
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会会会
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署けの

札７函

き寄

りと最

よた、

にけ

る受支

す、の

印はり

消

部

。を務

と票総

こ験庁

す

試

月

る 、料

二

額 保

十

面 育

七

の 実

日

入

者収

格道

合海 の北 習

金

紙

持証

で

曜

すを

参

幸浦

市市郡

号走蘭河号

西番栄

条９町

７町河

北

丘 ３
目通

丁号東

市２市

２見番川萌－内
広

目市永住末

丁沢地市
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２目

西条町丁

条６江４

５
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丁丁丁２

田
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条別６屋１ 地

西

電
話

福

の会

験社

に会

で照

まに

前課

日祉

。。

ると

すこ

付る

送す

受 日

の

１書

は請

合申

場験

る

付
り

は
に

欄
の

定

）所

通

上あ来い

と映に路でな

迅車駐る客よ

か画も駐

、へ速場車。用う

ら館

増車慮

周予にのも駐配

辺測対収

要届なをま

東市意応

３
村な望出お要た

京町見

し駐

中かし事、望、

都
区聴は車ま車

央ら項駐

番
号

田

平大帯帯大安
名

１２

模サ市模信

成規広広規

ィ４売銀

年小テ西小託

し
月店条店行

４売

北

大た 海

規意 北北道

模見 海海告

小及 道道示
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支支

十
道
海
北

験
受

、
け

舗条

い

のを応容加場願

支
勝

数る周た

生超し台すが

環るいのな辺い

活えて
少の他

境自た減どの。
事

の車きに事の

へ動だ
のすりが業

影でまよ態
申生の

に来よ、発所

響

に

いに要請し用

つ場う

取、場す場
てよ望時た

の減収

重し国が。の

八

める台

一意定ず容

洲た

指との

目のるこ数

丁見

の伴少

番要針に減

２概

測因

件予原

号要いの

１

舗南舗株

満をと

を

を式 日の

１す

称目置社

名丁設会
産

所地者動

び番る不

及

部

名画

地か氏企

在ほの
名
は長

又

立第 庁庁号

部部法項 務務地２ 総総

の

福福成定 会会平規 社社
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第べ
ら
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課
祉
福
会

社
部
務
総
庁
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はりしの場供

、、

相騒す定はれ
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車

にを超誠駐

互音。を

の

連めてあ場

関含え意

容

る活設協収

す生施る

数

の境辺と台

も環周議

減

思の交応が

と上の対

しえる

た超な
わ問通を

映

る態型

い事合

てた複

たは

断じ館

判生画

とが
。に舗

す合店

ま場、

し

光

び
及山

称遠

い隣

つと

道法

海に

北び
並

所良

住

）た

て

堀っ
あ

事に

知人

根番第意
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第概 市市条の 路号室地

２町項は 見盤１要 浦常
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にと ２目

よお 番

りり
市で

条
３
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帯３
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まが滞望す

れ題渋要少

のじ悪るこ

す生がする

、時しのの
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速い

迅て

のし

て接

、

也の
者

達表
代
は

対こ

な

氏

町あ
村る
か。
ら
聴
取



定 北

昭） 海
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鶴地

道

一成
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成 を年 第北 地

十 海 籍次４

三 道 簿の月

年 よ 号告

四 う日

北 海

認 北

国証成 海

し平 道

た成果 土
告

の

調
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年 第

４名 法
昭月称

号和

日
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前

縦北北縦平す縦午

関
法時９

覧海海覧成る覧

場道道期
４か

所経十間年律間時

済勝

和午

部支月昭ら

地庁

第

４５

立適都小施駐見

同の意
縦

第地切道売設車の

法

配要覧

８にな府業の需

明かの置の

条伴説県者

足

２周にら履及充

第う
項辺つの行び

号

合に況け

複者現受

行見
い、

映すおれ

型対にら

の全荷入

館安て納

画る

示

月 第 阿鶴に

二 寒居改

十 郡村正 号七 す

日 る
行

裡施

雪法

字部地
。 農

金

の

一令

の

曜

規

を者

律た 査

法っ

年調行

第

査た 第

っ ）

調行 号

地

２
第

を域 条

後 域商日

産工年５

業労金法時

課働）律

ま

観か第分

光ら

で

） 月号 課５
に
定

規 日

のい意確運に

る ）す 月

方い

規地て見保営つ

の
にの対責法て

定域に、

り活る体つ

よ生す任に

べ境意のて

述環誠制い

対化

れのる確

らへあ明

見ににつ

意響応に

た影

周に

業保場者

営確捌業

もいにす

とつ辺対

にに
待導

い配入指

なて搬る

設願車搬

施をちと

、慮
留間

辺た滞時

周い輌入

定

のい

日

よ

成に

平同

方

月月定

４２算

年年る
わ

らで代

かまに

日日法

規査 の

調 項

成定

平算
る

道 り

っ 海 よ
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定を

堀 国
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を
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土
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民
国
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日

な
分

十
の

要てて

概いい

。にの

地
、
測
予
や
査
調

が、に

者り整

行よ調

歩

い

す車願

加行慮

増通配
通。

と見い

このた

る輌

方

さ悪

想が

予し

が

法
の
決

の 北

土定 海

款

同同

道

の
地
告

変
改
示

更
良
第

を
法 同同

を日
也 果月

成年 達 の

認

任
同退同同同同同同同

同同同同同同同同同

同同同同同同

に
日
祝
の

同同同同同同同同

同同 の就任別就

次
へ
民
住
域

改お成

地と平退の任

土
良り
員４退成

法役年就平

。況

る状

れい

昭の月任

歩が
海
北
道 の

告 事

示 項

第 中

昭 第

可 号

し
和

第 同同

律
法。

年た

井田

第 永石

）
号

一清

条 基
事

同理同同同同同同監

石蓮開前山出竹横熊

事

隆

田田沼田内塚永山倉

同同監同
清榮文和俊康

藤伊山熊永
事

同同同同

山上山藤内倉井

竹横村

隆洋民修信一
基

永

年 和就
任日月

年及日

第任理監別理

律退
法び

の事事

届・の事
塚 あ 第氏出 が ）出 号
っ
第康 た 条

号

を
」
項

１
第
２
の
条

第

規 厚石

の
項

２ 郎一

第

条

別よ 厚当

に 郡郡

定 田狩
田一 村町り

九 大字、

九

と 聚岡の 字高次
お 富

同

一一一雄宏清之勇守

狩狩

石石石石同同同同

八八北北

郡市郡市

狩狩

登幡幡生生

当北当八美
町位５町振振

別生別幡

町振町

丁高 字高 字

目岡 獅岡 番番番番 高

地地 岡子地番 地内 ３番６番１１

同厚

之勇一男二昭守郎
郡

狩狩田

同同同同石石

八北北北当美北厚

郡市
振村

幡生生生別登生田
大

町振振振町位
獅 高

字 子
内聚 番番番番番 岡
地地地地地富 ４１ 番

名清 。

１５２

北 に市

定狩

規住石

の
項

丁 知 、５ 道 り幡 海 よ八

生目 事 北
振堀

北め
改

に
」
項

１
第

番 土 堀
事

知
道。

海る

り 村
番土 地

区

の良

地改

番地

地 地地１ １２ 番
村

地

地番

地
１番

の
地
番 地

ら也 か
区達 良２ 改地 地

也
達

、所



１ 北

次 海

の平入

麻

道

と成札 告

に お 示

り年付 第

一４す

布

般月る
事 競 号 農
村争日項

北 海

北

次そ地清 海

のの平 道

地関成区 告

区係 示

に書年名幌 第

つ類４

いは月

事土暗 て、 号

、平日地き

道 公 報

第 成区和 平

地夕吉共
暗ほ農

月
４

年名立野２

事たほ

日め場き場道

第

土 北

土地そ 海

改の

平同同

道

良関

地 成

告改
事係 示

業書

良
第法
の類

昭土は
地、 号

栗剣天改平

和

号

年 成

可 平

認

平

月 成年
十４日
三月

年
四

整
合札

総入

日土

下

備以

ほ
農い

、と

備」

整札

場入

良、

道成改ょ
用。

業う

営

整 業

地５合画

土年総区

事日）

良１備理

改月整
手

のらい

業か担
の 土

、

良、型

改間成

地日育

き

等備）備暗

池整ょ整

整
いい） 業
備担担ょ

型

水成成

排育育

用手手

整 の設］］

施型
］場場

備ほほ

山淵年 塩良成

土土法 川事
第 地計５ 地地律 土業年

改画月 改改
良を１ 良良

第
めか ）

区区区定日 号
たら
。

、 １

間 第

日 条

月地 二
十改

七良

日

名
区

金

曜

を北

）施

水実

排を

用）

海
北

堀
事

。知

る道

す海

業般
事一］

道

覧北用

更縦業
種 変の農

水

を供道排

画に海用

計
た。
める事類、

定す知

備

整整

覧道
海
縦北

。堀

用

北業業

農農

種、、

備
水水

知排排

道用用

海用
海

縦北北同

堀

、、

事類

の 規

般 の

一 項

覧道道
海

す 、

供 り

に よ

覧 に

縦 定
つ

に
区

地

。 の

る 次

日

也

川
上達

堀
事
知
道
海
北

１月

７８９

庁
支

のた約

郵認落北項当契

な者規り書

海 交便め札
財 付はいの定の作

道 又

よ価の

務 電も決に単成

也支
場知

達空

方報の定

５６
所庁

札

入開開札札交

入入入
書 保 札札札証明付

保説

達空胆

日場日はの場

金

４

所庁庁

也支支

場知振

３
納約海海札入

契北北入
農行札

が入条道道執

道
うたを幌政の

行し項札

道
て

い

指賃示市部場場

２
営

い成

納契納札の平

入次
に

入約入参ず

達

期期場すに北

加れ年

也
す

をソを

達ー達

調パ調

方り）要

規 るルる

すナ

法よす法定を否

則 にと

和 入。たっ

昭 るるめも

札予て

所格
北 場価札

年 の定入

海
道 で有

当入

則 付月な

規 交１効

るた札

第 す

時所時金免付所

、交

証
るす北北

す関
除に

道道

成にに。る海海

平
同同事

。。幌政

年じじ項札農
中農

月市部

５

区園

日央産

央産及所

名借す中農所
日

争品所区園び

競物場
つ３課時北北

入に北芸
整道道

にい条調海海

札

本

す、６係札庁

関て西

舎

指速目市庁

る迅丁幌

フ区階

をア央７

名な中

日間所者該道

るも海
停

北要る第

必す示

に当告

平平囲が

成成内有海なこ

でり道資と号

政規

年年、得農格。に

月月成。部定

６６平る
農す １１

賃

か５園物

日日年産る

ュ品

物ピ物

借ン借

賃コ
称３様

名タ仕

のーの

品
び

及台等
た説

当札

量月入

数１

以単る

。の限

号 。りに
））

下価。
を 規限者 務制た 財のし

内者 と囲札 」範落 則の

課

金北芸

最す うでと い

６係

後西整

午条調

）３
目

時丁

１
議

さー３会

止タ北中
分

いビ６

てー西室

れサ条

と能
こ可
いが目

なス丁

の

ら月芸品

。
と

こ
。な

課 平
を貸

成日賃
格

月に資

３度の

年限借

当

る

で約す

ま契有

日該を

り明

だをと

た間こ

。期

。
）る
価よ

単に
の書

二
〇
〇

価 第の。 ）低る 。
格
条

る
予す

、長
し延。

第１ 範と
のこ

算



海
北

路道

道 平道

告 成

平 示 鷹

成 第 年線栖

十 ４東

三 月神

年 号 楽

四 日名線

北 海

の 北

道そ日 海

路のか 道

法関ら 告

係２

こ詳

示 の細

昭図週 第

札、和面間

入は

は、 の入

年、一 号

行説法北般

執札

道 公 報

者契

イアイ

捨税

落で約名所

関 の た業札あに 分 て事

在 金者者る
とかす 額で

申事称地

）あになをる

をる相っ

第

落額

提開に入る

そ号ア

のの札 出げ金を

札掲札
定 場入等算

時決 る額加

他及係た

おに 札にし

に

当 所

号

加出

参参
札札提

要入入
は限

書者
込望期

申希
加

の

月
二
十 供旭旭

七 川川

日

開町川
山旭

永東 用市市
町

金

目兵 始
丁上

曜 村

の

書第道縦

は明律海の

番

建覧

、
電公に

設に

） 番する部供 号 話開よ
。路る 第 号る。道す
整。 条
課 第 －備
２及
のび －項
北 規

す者出を

もか当たし務

て税るはる担北郵

っ免

道番

落事金、こ当海便

。る農号

札業額落とす

額で入決組政

金者を札

とあ札定織部

する書後の農－

るかに速名産

のを記や称園

にび課北

で問載か及芸

額

てた びる金

い

、わす

２て 北北の費

、っ こ消
告及該

には 海海公税当
入 札農にび金

規、 道道

方に

す札 幌政定地額

定

中農る消１

る書 市部め

未

格記 央産入費円

資に

北芸に満

を載 区園札税

有さ

次
提、

しれ ３課関以の

よ成
に平

出
り

の月
定５

所年
入

申
加

参
札日

日

北かま
先先 区地地

１番
成 事供平 知

道
海間らで

用
開 堀始
の
期

海
土 り川 線よ旭 内に道 定
、
現 次 －木
の業

置 用え 供備 のに 路所 道

道

入ずる消所調海

い を

税地係札

札、こ費在整

の市

参積。等幌

に見と

るた税央

すっ課中

加も

者３

は月業北

者１事区

費りあ西

消たで条

、当

下端
等契か丁

税のる６

金 西整る数

なた 条調す
い
件費あ

者額 ６係条消が
と し当 目に税る

のに 丁

は 入金 反」き た該 違等

そ 、の たい、 札額 しと
入う 財札。の

、の数 の 規は）端 分 務

出
提

を
書

込

無取金 ５ 則

業１

也
達日

。
と
こ
る
す

北

都を 海

認平 道

可成施

市
告計
し 示行 画
た年 第

。４者 法

の

。示 る告 す、 始て 開

月

認 更 立更

設変変

５６７

目

月月 内 年年

可の可

認

業

る額事

係金税

に約免

施

土整
画１２３４

課の
区組成業

地理平組事事
所行 合業
施 画合
定４所地 行 整の年のの

扱額 に 第

款月在期 名 理

効

相 といを

。
各るすり

す切 条当
北 １２３

道
海

平路指道

告 路 成定

示 す 線の第

４期区

年る

道次そ日

をの
月名日間

係２

法と関ら

路ののか

お
は、

和指面間

昭り図週

昭 定

名 号和

日称
市

第幌

律札

法
年

第
）

号

１平土関役平

日容日

条

び丁成地す員成

並

区るの に目

定選４

宝か年画規被年

南月理の挙月

来ら９整

南

法追権 １２
６２関

条条日第加に日

称地間区

法

丁丁条す

１

の
を音河平河

和更
昭変日

郡

年認更東成東

法可町郡
宝更９更

律し南音年音

。来町月町

第た

宝 土宝
区仲か南 ）

地来日来 号

画町ら１ 第
号

郡

道成川川

道平上上

日

郡 旭

町町

層４麻別

川年当愛
伊字

雲月
峡

４

転牛別

自日香愛

車

番 道

海の

法る北般

年す、一
建覧

第道縦

律。
設に

路る 第

道す ）部供 号

整。

の
項

１
第

及 ７

課 の

備 条

海 よ

北 に
定

規

二 道 り

〇 知 、

一

目目第る

お

堀 と
の

事 次

にの

南一項定

、の２規

丁設

２り更

条よ変

１部
条件

１物

南る

、す

目置

丁管

６の

整南平条
丁 第

理１成３ 条

組丁

の

９３か 項

合目年目 １

南 規

番月ら

北地
日１ 定海

丁 り

知で５ よ

道ま条 に

番１

全 の

堀の 次

目 、

事

北

らで
かま

先先
地地

線

項

北 ２

び 第

堀
事

知
道
海 よ

土 に

川 定

旭 規

道 の

海

車

に 転

所 自

業 、

現 り

木

也 画
計

達 市
都

り

え 歩

備

分

南処

びび

及及

目理

事

地
土

達 り
お

部 と

条に

２

て 専

い 者

置 行

也
達

区

也

路示
告 道

、 用



１

意氏住

随財随平随
アイ

契

意務意成

契会契
の４の

約計約年約名所

手株東

係ー相月相

にト
るタ手２

北 海

北

次 海

の平 道

と成 告 事事収

お 示 業

り年 用第

業の随４ 施
行意月

期部契 号

間地分約日

道 公 報

３

業行市類

事事収施都種

の 業の画び 施者計及 用

称の
業称 期名 部事名 行
間地分

第

２

及 用行市類

事収施都種

部事名 の 業の画び 者計

地分称の
業称 名

号

都種事

平業 市類
成施 計及
十

行 画び
三事名

年業称期
四

都

特ル方日方式京

の間

ス決氏社江

定シをの会
及ヌ区

務テ定名エ東

役

洲

名業たび・豊

のムし

及処所ィ三

称務日住テ
ィ３

数委テ目

び理・丁

新手
相

の

デ３
・番

量託

市西を

成幌川方

平札
５し

４稲条定

年手２決

新丁た

月区

ら７び

か寒及

日発目。

幌幌

平札通札札

平条新

市丁市圏

成幌８
地計

４石北市

年白目都

本内画

月区

業

ら丁事

か７路

日通道

条幌幌

札琴８札札

平目

条丁都

市７１市圏

幌似

画

麻丁、計

区１目市

北
新似路

町、琴道

生目新

目似条業

丁琴８事

５
月
二
十札・平

七幌４成

日圏・
年 都
計琴月

市号４

画似

金

路栄か

道・日

曜

タ

一ー号

業通平

事町ら

成８川

堀
事
知
道
海
北

式 丁西
丁

月新５

３、条

年目３
発

９

で条内

ま７地

日寒目

成南

北
、
目
丁

、３

月８・

３通４

年本・

丁

通

で、丘

ま南富

日目号

、７２

目
丁
７
通）

本

２目・

北条丁３

西目び・

条丁及４

５、新
８源

目琴似水

丁新琴号

条３通

北７条池

、似
６目地

西丁目

条３丁）

日）成

３
・月

３３

・年

６
・
目
丁
５で

西ま

号日

イ海た平

北し
定

也
達

川

道。成

所表

新
区

則月

地規４

在彰年

、
川

ア
契 契随随地号 約意意方約名 ） の契契公に 第 相約約共関称

す 手に団

２

本
び
及
北

住意

随財随平随随

アイ

契契

意務意成意氏

契会契

のに

約計約年約名所約

琴
目新
丁、内

にトの４

新似
、

アイ

契

意意方約名所 号 随随地

関称地 第 契契公に在 ）

約約共

す

３
び
及
通

に団

契 随

約 意

の 契

相 約

手 に

海成

北平日

道公

央規

中道

市海

幌北

札年

北第

区則

３

条

条号

方よ体る
務海 １ をっの事北 円第
第 定理品を道 項 決た物

た又当納 ２ し由等担出

続特る総 の 手はす局 号
の に 役織課 定 定組務 規

相係

。 調称 る の名 よ 務

手２手株東る

係ー相月

特ル方日方式京契

るタ

社江金

定シをの会都約

テ定名エ東額

役ス決氏
び・豊

のムし及ヌ区

務

三

称末日住テ洲

名端た

テ目

び等・丁

及機所ィ

よ体る 条

量貸ィ３

数賃

務海海 １ っの事北北 第

札 第 理品を道道 項 た物
号 又当納幌 ２ 由等担出

規 特る総中 の はす局市

に 役織課区 定 定組務央

称条 る の名３ よ 務の北

。 調

方

金し

約定

契決

るを 円 係

丁基

６に

西）

続
手

額た

く

目づ

表

事

の知

彰道

表海

事北

知

所

手び

達及

を
者堀

賞
受

る
め

定
を
例
特地

の在

続
令
政

端タ
ー号
デ３

借・番

平

機
末

続所丁

手び６

達及西

台

る
め

定
を

例
特地

の在目

令
政

平

二
〇
二

７
成

決
り也

お
と達

の
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第
令
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７
成

第
令

政
年



市
幌 幌

札札函北夕留

平

豊市館見張萌

成 西十 平

三 区区市市市市

年
四

北 海

湧 威

長北江蘭音鷹上別

部山別

差越子栖海

万檜
町町町町村町町町

府

道 公 報

幌

海 岩中札東美市
北

善 良幌） 市 見神区 道 富

賞名
村 央行 野 沢楽町 中

市町区町町

第

唄

比滝蘭伊旭小美同

町市市市市

布川越達川

町市

号

幌 道
海市小札

北

北 貢町水

会）市

社区清

賞名町区

献村

月 矢上加大高小

二
十 吹山藤場橋関

七
日

江子子
つ

明恭京幸恵あ

子子子

金 同同同同同同

曜

間
久

晴石三畑春本鈴佐

頼敏京

山塚崎山名谷木

子子子子

う

一裕ゆ悦悦

同同同同同同

美子子子

鈴野山野氏
子

母
良

優同

は

林木口口宮又

海名

東

子ノ名

ヨ体

公利悠キ団
績

同同同同同功

子子慈

藤

岡佐田埴渡老佐泉

の

藤島生辺田

カ出

サム北日典久英京
同同

エツ子雄子美子子

名
氏今荒

同同同同同同

は
又村島

功優同

名子子

体理

団淑
護 の看

績良

日

北北

容員
職 内

容
内
庭

家

北帯

道道道

海海海

同北 同同同北同北

寄見広

名

沢川 見滝 岩

道 道

海 海

同

印 た海

し

公北同同 止
廃

天芽根北日
１

の 印道

公

道公成

海、平

京
極塩室室公印

市程止月

規廃４

印の年

道
海市福黒

北

町町町

村
貢町内

業）島

産区松

健健

保保保 賞名町町

献

印印印

長長長

所所所

健

保保

川寄見広

滝名北帯

所所所所

健健健健

保保

保保

川別幌田

砂士美池

岩滝

印印

長長

所所

健健

見広川 見見

滝名北帯岩

保

保保保保保 沢沢

川寄

所所 健健 健健健健健 保
所所 所所所

別幌田別

夕美 砂士美池

岩滝

称印
事 名

知

張唄 川

保

保 沢沢 置

川 見見

備岩

機所所所 健健 き健 保
張唄別

夕美

に
て

京大山石和い
昭つ日

極

と 林北の 町嶋中黒年次

智男訓り
道お 友
春一海

台
第印

令公

会松
同同同同

は
又藤林

名
氏加小

号帳

緑同

名治作

体代
団三幸

所所所所

支支支支

績
功

同同同同

二
〇
三

支 支支支支支

同同同同

同同

所所所所所所所

支

同同方同同

同同同同同

同同

同

名所所所

支支支

関

ミ

用 道

書 海
北文

般

用一同

寸方同同 事
知途

条し
８録
第登

）に

ミ 堀

よ
に
定

規
の

項
２。

第た

メ
リ

容労
内功

の
化

、
り

法ル
ト 達ー

メ
リ

ル
ト

ー 成
平

也

月
４
年



及発

開れ開所開

１２３
氏可

区地許び許

発る発
受月

又のを名年

域域可

区た及

工称け日

は名

北 海

完 北

都了 海

し平 道

た成

市
石計 指

。 狩画

年 支

４

法 定

庁

月 告昭 の

示和

日 第 取

道 公 報

２３

る

たた

氏代主指氏代主

の務

事事 名表名表

る定
又取又 又者又者 所所

務

第

指１

成氏代主指

方を平

地定

た

税取
法り
消年る定

た月務の

昭し４事 名表
所

和
。
年日又取 又者

号

平
成
十
三
年
四

平

ま住号

含の番

に者び

歳歳式成

千千株

市市会
２神月

丘園２

富花社年

３
丁丁出

目目設日

９年
号 消支

第 年

律
法

月

号 庁

第

日）
の

平条

告

規

成
業 はのはの 事消事

はは

名氏名氏 のの

所年所

業
地日称名地

在在

所月所
幌

野野北平北太札

称名

石市

村村広成都田

石島

年

第業 はの 律事消

法は
所
の

地日 第在 ）所月 号名氏
称名

雄澤幌成

の北今札平

条
６
の石市

月
二公
十
七
日

金

曜

１計
番事石 北

号所指

海番５務建

道

第 石
狩代

役

長締号

庁取６

支表－

月よ

３に

年定

本出
神

山

示

に
為

行
発

開
の

日次

１る

油幸市年油幸東

る
す

関

月式北

販雄新２株雄区

売富

株町１会

丁１

会１東

式東日社条

地番

番３

７目

目丁

社

株文区１

４油豊西年

号

日

項会十１

３式二月

第
定道２

規海軒

の北社四

堀目

り丁

よ事５

に知条

の番

次４

、
特

日

告

１２３

夫

学

文

重重札成札重

落落平落
者油

札
に油油を
決年の 係

定３氏 る

し月名

、
は

事
工

物

札

次

３

幌

の平 医

と成

所開

科 及発

お 大 び許

り年 学

一４

氏可

告

般月

名年

示

は１２

月

北

都、 海

完平開れ開 道

了成発る発

市
十

区地許

計
し 勝画
た年域域可 支

。４又のを

法
庁

月は名受 告

１２３

の
者也

業
約達号

る発及発

平開れ開所開

区地許び許

成発
のを名年

年域域可氏可

完
月は名受月

４又

北

都了 海

し 道

た
市
渡

。
計
島画
支法
庁
告

及１ 品１１た
２住１

等種種日日び種

調調

称
名号号所号

の１
量定定

数予予

び達達

及
量量
数数

競 第 日

争日 及

入 号

番札

び

札

よ

号に

幌

池平落
り

医

町４者

田成札

科

６決

長年を

大

工称け

昭

勝月定

示和

日区た 第

に者 年

含の 号

第
律ま住

法

中中

則

池池 附

郡郡 ）

川川 号

工称け日

町町 第

田田

含の番

に者び

日区た及

戸式成

山神株平

ま住号

越
郡市会

八中社年

雲央

昭

町区カ月

示和
第
８年
号

第
律

法
第

）
号

条

札

井９し

秋
長
学
大

科
医
幌

学

勝。

日た

告

勝
丸十

示

西 項

字字 ４

号
８

－
４
第

７ 定

北条条 規

２１ の

西
海

５ る

十目目 よ

道丁丁 に

長、 開

庁１ の

支－ 次

勝
２ 為

尾－ 行

６ 発

内明ネ
渡

町町ツ

浦石マ日

北

番代建

渡取第 ８ 道地表指 番 海
、 島締
役－ 支

の

泉

松

長９兼号

庁番９

の
次

る
よ

に
定

規

二開

〇発

四

山、 に

明
豊

野

関
に

為
行

関

川暹

事

冶 工

２ る

篤－ す

、
は

事
工

る
す

雄
睦



合の１ 北

地運徴 海

動収平受 道

公の成託

方

札自

平 者 園事 幌治

成 の務年の 土法

十 運を４名 木施

三 動次月称 現行

年 施の 業令

四 設者日 所

北 海

成託

納平受所

収
の１２

者

事

在 務
部月称地

一４名

の年の

を
次日

道 公 報

学 札

地部

７

幌

附 医

属

方 平契

科

病

自 成約名所

大 に在治

院 学

の

法 年関称地

告

平

施 札す

示

成

行 幌る

第令 医事札札

科務幌幌

第

４５６

札重重約般般

落契一一

相争争

金油油の競競

住

手入入

所額

方札札

幌種種決公

札１１をの

号

名

油

氏住重氏

名所

幌幌種式

札札１株

月 等に財 告昭

二 の委団 示和

十 平託法 第

七 成し人 ２年

日 た 号政

月道

第４海

令年。北

号１体

金

第か文

）日育

曜 ら北化

平海協

者式幌

の株札

道

に会市

札

託ハ央

委社中

幌 しル区

土

。通

たク大

木

７
西

現

丁

業

１
目

所

年 号

学担科中４

昭 大を医市

告当大央月

和

る事南日

年 示す学区１

条ら

令 ５組務１か

政 第

の総西平

第 号織局

成 号 名務

） 称課丁

び計３

第 及会目年

所室月

た

中号号し

市１２定告

続

区１１手

央

当当

南

単

６のの

西りり

条たた

市２会

－
２

目価価

丁単

北ニ

油区コ

石北号社

市

サ

製
品

ル

協６イ

売西オ

販条ー

条

２
－

合２

組目

同丁

日

札 第

成道会

規

月木 の

３土 項

年幌 １

現

り

で長 よ

ま所 に

日業 定
道

お股 海

に 北

間西 、

の

地
番

け

告

札１

示

条

野
秋

長
学
大
科

医
幌

在

規

の の

で 項

ま ２

地日 第
、

る り

け よ

お に

に 定

間
及 医

料 幌

用 札

使

２

用克 幌

使 野

る忠 立

円円

術者

総料

北

地館に

１２

海

の委 道

平託

方 受所

教

成し

自 託

育

た 在治 者

委法 の

年。 員

４
施 名

会

の委

明
豊

称地

北

地平託 海

成し平 道

た成

方
教自
年。 育治
４年 委

月４

法
員

１月

施
会

１２
医料
数 学

手 大

び 科

大務平受所

地の事
国の

者

自型を成託

方

在 治遊次

施施者４名

法戯の年の

設に月称地

北 公使１２

海 園用

道 屋料平受所

札 内の成託

幌 者在 競徴

土 技収年の

木 場の４名

現 及事月称地

北

地

２

道
海

方 所

札自
幌 在治
土法
木施
現

月
行 地

教

１
令
育

日 長

か
昭 財札

告

ら
和 団幌

示 法市

平 第

成
年 人中

５政 央

号令 北区
道島３
第 海中年

号 文公月
） 学園

行

第 館１日

日 教令
か日 育

ら 長

平
昭
告 道

成
和
示 教第年

育年 ４

３
政
号令 委第月

員

号日 会

）ま

教

行

第で

令の委
平託日
た団川

昭成し財砂

和
年。法市

政月光

年４人北

令１北

か道番 第日海
１

第成も

）平ど号 号ら子

業 び務

所 屋を日

告 外次財札

示 競の団幌

第 技者法市

４ 場に人南

号

し海駒

平託北真

の委区

た道内

成
月文１

４育園

年。体公

行
業令
所
告昭 札

示和 幌

第 市

３年 南

号

内

第 駒

令 真

政 区

番ま

第 １

） 園

号 公

４で
お 項

北に １
間 第

号の 条

立る 規

道け の

海

二 文使 定

〇 学用 に

五

収 北
徴 、

内の り

館料 よ

の北 育間海

長

お教 第
に道 条

告け育 １

示

定
用会 規
使員 の

る委 項
収 り
徴長 よ

の育 に
料教

北の

事 北
の鎌 、

年海国
幌 １

月札会 第
３道協 条

定
で現 規
ま木 の

日土 項
お り
に長 よ

間所 に
の業

１

１北化番

る 北
け西 、

幌

ら札

か道会号

日海協
木

成土

平

長

月所

３業

年現

番

で
ま西

日

１

よ
に

定
規

の
項

１
第

号条

釧
務 立
事 道

の 海

北
、

り

を 道
務田 海

芸の
次 路
を

館に
者市 学
の 文

次昌 立

の ど
料忠 子
用 道

使股 海

に忠

間
の股

の収
徴克 も

内
駒

真
立

道
海

る
け克

お



１

達

札 成調庁調納納

平入
達用

捜す 付入入 年を兼を に
物用物

す 月る査る

４す
る期場 日品車品

北 海

北

次

１２

海

の 道

と

受所

警

お

託

察

り 在 者

本

一

の

部

般

名

告

競

称地

示

争 第

道 公 報

年を 北

地自次

１２

海

然の平 道

の者成

方 受所

教自 託

家に 育治 者

の委年 在委

平託４

法 の

員

成し月

施 名

会行 称地

た 教令
年。日 育

第

族次 北

地博の

２

海

物者平 道

館に成

方 所

教自
の委 育治
平託年 在委

成し４

法
員

た月

施
会行 地

年。 教令
４日 育

号

成託

平受
１

平者

成年の
十４名
三月称
年
四

項名４仕日所

のの 事

日

成約

び平契

及等

称台様

担

数
量入

の

明月等

説６者

札年当

書

入

よ定

に日指

財砂

札 号 団川道

法市
人北以 警 光下

北

察入

子」 地 道札 番 海

本

もい １ どと の

部

海国。

北のう

４ 長

月
昭 財網

告

１
和 団走

示 法市

日 第

か
年 人字

７

ら
政 潮

号

平
令 北見

第 方

成 文番

号 化
協月
第 興３ １） 振年 地
会

月 長

１
昭 釧

告

日
和 路

示 市

か 第

ら
年 治

６

平
政 水

号

成
令 町

第

番

年 号

北

第月
） 号３

釧
路日海

月財

二団

十法

七人

日

民
市

路
釧

金

化
文

曜

場

北。る

るす

海興
北振

田
山

長
部
本
察

警
道所

海

道協） 告

育実
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